








みさんの銃』Die Gewehre der Frau Carrar、『肝っ玉おっ母とその子供たち』
Mutter Courage und ihre Kinder、『セチュアンの善人』Der gute Mensch 















































　1914 年 2 月、アウグスブルクのギムナジウムの同人誌“Die Ernte”に『母






































































こちら側で ― そしてあちら側で（13 － 74）





















































出会うまでには , それから 15 年ほどの時が流れねばならなかった。本来は ,
病気の母のため薬をとりにいく息子という物語設定を持つ謡曲『谷行』を








1926 年にかけて成立した『男は男だ』Mann ist Mann の執筆の時期で
ある。11 回もの改稿を重ねるなかで、ブレヒトの中に叙事詩的演劇の手
法が発酵していく。そしてそれは 1930 年の『マハゴニーの興隆と没落』
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